
P.1

①給付奨学金のみ申請者
②給付奨学金と貸与奨学金両方申請者

202３年度《二次採用》
スカラネット入力下書き用紙 記入例

こちらの青色の下書き用紙は

※貸与奨学金のみ申請する方は、

赤色の下書き用紙を使用してください。

上記①②に該当する人が記入します。

①

②

③

④

⑤

①

氏名…学生本人の氏名を記入

学籍番号…学生証を確認して正しく記入
※アルファベットは大文字・「s」はつきません

学部・学科・分野…所属する学部のみを記入
※生命環境学部・医療科学部・教育人間科学部のいずれか

② 受付番号…未記入で提出

③ ユーザID・パスワード…未記入で提出

④ 「大学」と記入

⑤ （１）定期採用を選択

◆全員記入



P.２

①

②
③

①
「マイナンバー提出書」に印字されている
申込IDとパスワードを記入してください

② 「提出しました」に☑

③ 「了承します」に☑

◆全員記入



P.３

①
②

③

④

⑤

⑥

① 誓約日…未記入で提出

② 申請者本人の氏名・生年月日を記入

③

国籍についてあてはまるものを選択し☑
※「日本国籍以外」を選択した場合は、その下の在留資格、
在留期間等についても回答してください。

④ 「同意します」に☑

⑤
給付奨学金の新規申込を希望するか回答してください。
→「希望します」に☑
※希望しない方は、赤色の下書き用紙を使用すること。

⑥

貸与奨学金の申込を希望するか回答してください。

◇給付奨学金のみ申請する
「希望しません」に☑

◇貸与奨学金を申請する
「希望します」に☑
貸与奨学金案内P.28～29ページを必ず確認し、自分が
希望する貸与奨学金を１つ選択し☑を入れてください。

◆全員記入



P.４

(2) 学籍番号を正しく記入

（3）
所属する【学部】を記入
※生命環境学部・医療科学部・教育人間科学部のいずれか

（4） 「いいえ」に☑

（5） 学年を記入

（６） 「昼（昼夜開講含む）」に☑

（7）

①～③の中から該当するものを選択し☑
入学年月等を記入

（例）高校等を卒業した後、帝京科学大学の1年時に入学
した場合⇒①を選択。入学年月を記入。

◆全員記入



P.５

①

正しい卒業予定期を記入してください。

② 「４年０か月」と記入。

③

通学しているキャンパスの住所を記入。

④
実家から通っている⇒「自宅通学」に☑
アパート等で一人暮らし⇒「自宅外通学」に☑

⑤
自宅外通学者は、あてはまるもの全てに☑を入れてくださ

い。

⑥
自宅外通学者は、一人暮らしの現住所を記入してください。
※アパート名、部屋番号等も忘れずに記入すること。

①
②

③

④

⑤

⑥

４年 202４年 ３月

３年 202５年 3月

２年 202６年 ３月

１年 202７年 ３月

千住キャンパス 東京西キャンパス

郵便番号 120-0045 409-0133

住所1
東京都足立区千住桜木
2丁目

山梨県上野原市八ツ沢

住所2 2-1 ２５２５

◆全員記入



P.６

①
「いいえ」に☑
※ただし、下書き用紙に記載されている停止理由に該当する場
合は「はい」を選択

②
202３年4月以降、申込者本人が国費による支援を受ける
予定があるかどうかについて、当てはまるものを選択し☑

③

希望する貸与月額を記入してください。
※選択できる月額は、通学形態によって異なるので、選択可能な

月額を記入してください。（表の緑色に囲まれている月額の中
から選択）

④

③で最高月額を選択した方は、最高月額が利用できなかっ
た場合に希望する貸与月額を記入してください。

※最高月額
自宅通学者…54,000円
自宅外通学者…64,000円

①

②

③

④

◆全員記入

◆貸与奨学金（第一種奨学金）希望者は記入



P.７

③

②

①

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

①
第一種奨学金の返還方式を選択してください。
※貸与奨学金案内P.18.19を確認してどちらか１つを選択する
こと。

②
これまでに別の大学で、第一種奨学金をかりたことがある
人は「はい」、かりたことがない人は「いいえ」を選択してくだ
さい。

③ 地方創生枠者かどうかについて回答してください。

④
希望する貸与月額を記入してください。
※20,000～120,000円の中から選択できます。

⑤ 「いいえ」に☑

⑥
併用貸与（第一種奨学金と第二種奨学金 両方かりること）
希望者は☑

⑦
第二種奨学金を何月から借りたいか記入してください。
※202３年10月～2024年10月の中で希望する月を記入する
こと。

⑧
入学時特別増額貸与奨学金を希望するかどうかについて
回答してください。（2～4年生は必ず「いいえ」を選択）
※貸与奨学金案内P.31を確認してください。

⑨
希望する利率の算定方法を選択してください。
※貸与奨学金案内P.16～17を確認してどちらか1つを選択する
こと。

◆貸与奨学金（第一種奨学金）希望者は記入

◆貸与奨学金（第二種奨学金）希望者は記入



P.８

①

⑦

⑥
⑤

②
③

④

①
直近に卒業又は退学した学校の卒業（退学）年月および学
校を記入してください。

②
国内の高等学校（本科）を卒業したかどうかについて回答
してください。

③
②で「はい」を選択した人は、はじめて国内の高等学校を卒
業した年月を記入してください。

④
②で「いいえ」を選択した人は、入学前の履歴について当て
はまるものを選択し☑

⑤
これまでに、日本学生支援機構の給付奨学金の給付を受
けたことがあるかどうか回答してください。

⑥
これまでに、日本学生支援機構の貸与奨学金をかりたこと
があるかどうか回答してください。

⑦
⑤⑥で「はい」を選択した人は、奨学生番号を記入してくだ
さい。

◆全員記入



P.９

◆貸与奨学金希望者は記入

◆全員記入

②
現住所（現在住んでいる住所）を記入。
※マイナンバーが提出できない方のみ住民票住所を記入

③ 電話番号、携帯電話番号を記入。

①

②

③

①

保証制度を選択してください。

※貸与奨学金案内P.22～26を確認の上、「人的保証」または
「機関保証」のどちらかを選択してください。

※奨学生として採用後は、機関保証から人的保証への変更は一
切できません。

※下書き用紙P.7①で、第一種奨学金の返還方式に「所得連動
返還方式」を選択した方は、「機関保証」となります。「人的保証」
を選択することはできません。

②



P.10

①

②

①

本人以外の連絡先について記入してください。

・本人に送付する重要な書類が届かない場合等に、ここに記入
した連絡先に、あなたの住所・電話番号を照会する可能性が
あります。
・採用後に提出が必要な「返還誓約書」に署名をしてもらう
必要があります。
・必ず連絡先に登録する人に、事前に許可を得てください。

※貸与奨学金案内P.22を参照すること。

②

連帯保証人について記入してください。

・連帯保証人は、原則父母のどちらかにお願いしてください。
・氏名、生年月日、住所は、印鑑登録証明書に記載されている
とおりに記入してください。

・採用後に提出する「返還誓約書」に署名、押印したり、
印鑑登録証明書等の提出が必要です。
・必ず連帯保証人をお願いする方に、事前に許可を得てください。

※貸与奨学金案内P.24～２６を参照すること。

◆第一種奨学金・第二種奨学金希望者で「機関保証」を選択した方は記入

◆第一種奨学金・第二種奨学金希望者で「人的保証」を選択した方は記入



P.11

①

②

③

①

保証人について記入してください。

保証人は、保証人の条件すべてに該当する方にお願いしてくだ
さい。
①父母以外の人
②あなた及び連帯保証人と別生計の人。
③連帯保証人の配偶者・婚約者ではない人。
④４親等以内の親族。（※）
⑤申請時点で65歳未満の人（※）
⑥未成年者・学生・債務整理中でない人。 など
（※）については、代替要件を満たすことで選任が可能。

必ず貸与奨学金案内P.25～26を確認し、選任条件に当ては
まっている方を記入してください。

・必ず保証人をお願いする方に、事前に許可を得てください。
・氏名、生年月日、住所は、印鑑登録証明書に記載されている
とおりに記入してください。

・採用後に提出する「返還誓約書」に署名、押印したり、
印鑑登録証明書等の提出が必要です。

②
社会的養護を必要とするかどうかについて回答。
「はい」を選択した人はその下の6つの選択肢の中から該
当するものに☑

③ 家族全員の人数を記入してください。（本人含めた人数）

◆第一種奨学金・第二種奨学金希望者で「人的保証」を選択した方は記入

◆全員記入



P.12

①

②

③

④

①

生計維持者の人数を記入してください。
※生計維持者は原則父母（父母ともいる場合は2名）です。無収
入の場合も、生計維持者として入力する必要があります。
※給付奨学金案内P.12を確認すること。

②

生計維持者①（一人目）について記入してください。
・続柄
・氏名
・住所
・生年月日
・マイナンバーの準備状況

③

申込時点の生計維持者①の所得について、該当するもの
すべてに☑を入れる。
※貸与奨学金案内P.32～38を確認して☑を入れ、書類提出

が必要な場合は提出してください。

④

②で「1.給与所得」「2.商店・農業工業、個人経営」を選択し
た人は、あてはまるものどちらかに☑を入れてください。

なお、2022年1月2日以降に就職・転職・退職・開業・廃業してい
る場合は、年収見込みを記入し、収入に関する証明書を提出し
てください。
※貸与奨学金案内P.32～38を必ず確認して書類の準備をして
ください。

◆全員記入（③④は貸与奨学金希望者のみ）



P.13

①

②

③

④

⑤

① 生計維持者①について回答してください。

②

生計維持者②（二人目）について記入してください。
※母子・父子家庭等で生計維持者が1名の場合は記入不
要です。
・続柄
・氏名
・住所
・生年月日
・マイナンバーの準備状況

③

申込時点の生計維持者②の所得について、該当するもの
すべてに☑を入れる。
※貸与奨学金案内P.32～38を確認して☑を入れ、書類提出

が必要な場合は提出してください。

④

②で「1.給与所得」「2.商店・農業工業、個人経営」を選択し
た人は、あてはまるものどちらかに☑を入れてください。

なお、2022年1月2日以降に就職・転職・退職・開業・廃業してい
る場合は、年収見込みを記入し、収入に関する証明書を提出し
てください。
※貸与奨学金案内P.32～38を必ず確認して書類の準備をして
ください。

⑤ 生計維持者②について回答してください。

◆全員記入（③④は貸与奨学金希望者のみ）



P.14

①

②

③

④

⑤

⑥

① 資産の合計額について回答してください。

②
申請者本人と生計維持者２名（母子・父子家庭等で生計維
持者が1名の場合は1名）の資産の額をそれぞれ記入。

③
生計維持者が父または母のいずれか1人（一人親家庭）の
方は回答してください。

④ 父母以外の人を生計維持者とした方は回答してください。

⑤ ③④の回答対象者は回答してください。

⑥ 申込者本人を生計維持者としている方は回答してください。

◆全員記入



P.15

①

②

③

④

⑤

⑥

◆第一種奨学金・第二種奨学金希望者は記入（給付のみは記入不要）

◆全員記入

⑥ 奨学金を希望する理由を記入。

①
家族内の、就学者・就学前のきょうだいの人数を記入。
※自分も含めること。

②
①で回答した妹・弟の続柄や在学している学校等について
記入。

③
生計維持者、自分、①で回答したきょうだい以外の家族が
いる場合は続柄、名前、年齢を記入してください。

④

下記表を確認して自分の学部・学科の授業料を記入。

⑤

特記情報について回答してください。
３～６を「はい」で回答する場合、書類の提出が必要になり
ます。
貸与奨学金案内P.39を確認して、必要な書類を提出して
ください。提出できない場合は「いいえ」を選択すること。

学部 学科 授業料

生命環境学部 全学科 86万円

医療科学部

看護学科 86万円

医療福祉学科 78万円

上記以外の学科 96万円

教育人間科学部 全学科 78万円



P.16

①
奨学金の振込先に使用できる口座かどうか、チェックして
確認してください。
※必ず本人名義の口座を登録すること。

②
公金受取口座の利用を希望するかどうか回答してください。
※申請時点で登録済の方のみ希望できます。

③
ゆうちょ銀行またはその他の銀行等、どちらを利用するのか
選択してください。

④
③で「銀行等」を選択した方は、金融機関名や口座番号等
を正しく記入してください。

⑤
③で「ゆうちょ銀行」を選択した方は、口座の記号-番号を
正しく記入してください。

①

②
③

④

◆全員記入

16ページに通帳のコピーを貼り付けて

提出してください。

ゆうちょ銀行

その他銀行など

名義人・支店名・口座番号等
がわかる部分をコピー

⑤
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